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諭

一
放
育
ー
と

い
ふ
作
用
も
、
淑
尖
碗
山
内
ル
が
進
ひ
に
漣
れ
て
分
岐
し
、
詳
細
な

る

鮎

代

務

目

す

る

や

う

に

な
っ

℃
来
た
。

L
、、
ι
で

数

育

の

容

慌

た

る

彼

数

育

者

の

如

b
・t
、
通
常
三
秘
類
に
随
別
せ
、
hJ
る
〉

• 
4

，，. 
a
 .‘

‘ 

3 
は
、
従
来
の
食
地
家
に
は
悶
よ
ム
リ
永
知
せ
ら
れ
℃
は
め
っ
た
が
、
そ
れ
が
事
々
し
く
蹴
別
し
出

そ
れ
は
低
能
者
.
通
常
者
、
妹
能
者
邸
ち
俊
才
で
わ
る
に

此

中

の

低

能

者

の

如

や

う

に

な

っ

た
u

-与

Afu

」

ι

、vn-

℃
べ
或
は
そ
れ
が
瓜
闘
を
究
め
、
或
は
そ
れ
が
数
育
法
を
特
に
工
夫
す
る
'
や
う
に
な
っ
た
の

.. ，_..-.. 

. 

は
、
最
近
一
二
十
年
以
来

の
事
で
あ
る
。

加
制
逸
で
は
、
か

〉

る

低

能

者

の

矯

め

代

現

今

特

殊

の

皐

校

が
一
臼
七
十
校
す
設
け
、
以
れ
わ
よ
リ
℃
、
そ
れ
に
於
℃
敬
育
の
恵
み
に
裕
し
つ

〉
わ
る
も
マ
の
は

E起

二

千

人

わ

る
1
C

い
ふ
事
で
あ
る

ξ

か

く

の

如

き

紋

陥

わ

る

被

数

育

者

な

特

に

苦

vり

し

て

啓

按

ず

る

の

勤

機

は

勃

れ

に

あ

る

、
か
と
い
ょ
に
、
そ
れ
は
大
路
ニ
つ
に
m
附
着
す
る
の
で
あ
る

-u

つ

は

身

鱒

又

は

精

紳

が

不

完

会

ifjj 

も
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俊

才

・

敬

脊

に

肱

て

な
る
が
怨
め
に
、
人
間
た
る
の
鐙
能
を
幾
分
な

b
Fと
も
畿
迷
せ
し
め
ず
に
絡
ら
じ
心
u

る
と
い
よ

事
は
、
可
焚
初
で
あ
る
、
気
の
毒
で
わ
る
と
い
ふ
、
読
ゆ
る
人
道
勢
倫
の
鮎
よ

b
出
で
た
の
で
ゐ
つ

一九
O

℃
、
仰
の

つ
は
、
此
等
の
不
完
全
者
?
乙
蹴
も
、
均
1v
く
赴
舎
に
生
息
し
、
共
粟
を
食
み
つ
〉
わ
る
も

の
で
ゐ
る
。

ヨ
す
れ
ば
之
を
し
℃
可
能
的
援
迷
を
遂
げ
し
め
、
幾
分
な

b
と
も
生
産
カ
を
取
符

せ
し
な
る
は
甚
だ
必
要
で
あ
る
之
い

λ
、
総
ゆ
る
枇
曾
政
策
の
上
よ

b
出
で
た
の
で
あ
る
。

諜

説
れ
の
動
機
に
出
づ
る
に
も
せ
よ
、
寄
人
は
之
を
一
の
喜
ば
し

3
現
象
と
認
‘
め
て
、
其
隆
濯
を
紛

ら
綜
ば
な
ら
ぬ
。

捗
普
通
話
=
均
以
下
に
位
す
る
低
能
者
代
制
到
す
る
拾
澄
は
此
の
如
く
あ
る
と
し
℃
、
英
一
や
均
以
上

に
位
す
る
加
の
俊
才
に
お
中
了
り
で
は
如
何
に
取
扱
ム
ベ

3
か。

悦一品は
A
1
鼓
に
攻
究
せ

A
と
す
る

上
の
秘
類
の
も
の
は
、
本
来
世
命
日
の
中
流
以

…
に
位
し
て
、
そ
れ
を
受
く
る
に
足
る
べ
h
d
資
力
を

'. "，(. ~りすーγ宅写室存聖書胃写~吉宮ヲ宮守守T官官て理~円守曹~

主
題
た
る
の
で
あ
る
。

一
機
是
迄
日
本
の
数
育
界
な

E
。
て
唱
へ
ら
れ
て
活
た
所
に
践
る
之
、
数
育
の
中
で
も
、
共
中
等
以

代
一
吉
は
れ
て
信
仰
っ
た
。

中
に
も
、
之
に
授
す
る
も
の
は
少
〈
な
か
っ
た
。

是
lま

b
M
v
f、
!
乙
品
仙
北
町
u
v
r
り
T

し

一B-
v
a刈
，

叫

J

f

1

1

1

い
議
論
で
あ

a-

つ
℃
、
世
の
誠
君

1ι
稀
せ
ら

凶
仰
が
い
泡
時
の
如
き
列
凶
競
争
一
の

A る

rも

の

激
し
い
世
に
な
っ
℃
は
、
が
〉
る
無
責
任
な
る
放
言
は
漸
次
に
跡
を
絶
つ
や
う
に
な

'
t
夕
、
恰
も
共

一
氏
封
が
唱

へ
ら
る
〉
や
う
に
な
っ
た
っ

日
く

v

幼
少
者
の
中
で
も
、
英
一
衆
群
に
卓
越
す
る
所
の
俊

才
な
る
も
の
は
、
是
は
常
該
倒
家
の
一
都
の
闘
資
で
わ
る
心

凡
℃
の
俊
明
後
見
、
其
他
一
批
曾
の
一
服

一
枇
を
一
増
進
す
る
所
の
令
書
は
一
代
彼
等
の
一
凶
臓
に
待
つ

の
で
あ
る
。

従
つ
℃
彼
等
は
出
来
得

る
丈

d

手
を
湿
し
て
英
商
品
賦
を
後
展
せ
し
め
ら
る
〉
郎
仰
が
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

者
し
叉
謀
議
場
資

ム彼

t
乙
か
修
事
の
時
日
之
、
が

ャ
な
い
な
ら
ば
、
批
舎
は
工
末
し
℃
乙
れ
を
供
給
し
や
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
I

乙。

岳、

日
防
読
の
提
唱
は
、
先
づ
欧
測
中
で
も
仰
闘
に
於
て
起
λ

九
次
に
制
御
滋
に
其
反
響
を
及
ぼ
し
、
英
樹
人

の
中
に
は
ー
此
俊
才
に
制
到
し
て
特
殊
の
事
校
を
設
立
す
べ
し
と
唱
へ
、
英
接
投
の
組
織
、
経
袋
‘
数
課

目
等
代
就
う
て
草
案
す
ら
を
も
鱗
成
し
て
世
に
…
向
ム
た
も
の
が
あ
る
。

余
は
今
此
等
の
趣
旨

の
大
要
を
設
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
な
す
前
に
、
先
づ
俊
才
と
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
か
之
の
事
に
闘
し
、
二
三
の
説
逃
乞
な

3
う。
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崎
免
}
一
二

唱

nι
門
J

，.、、，

.d，
“

y

v
し
大
事
の
訴
事
救
授
ぷ
ピ
シ
グ
川
内
y

ス
L

氏
日
く
、
俊
才
・
と
は
綜
合
的
才
能
代
長
と
た

も
のJ

A

-

制

で

あ

る

と
c

詳
し
く
い

へ
ば
、
常
人
に
よ
l

分

熟

知

せ

ら

れ

わ

る

腕

の

材

料

bz
ば
、
松
然

本

滅

的

方

訟

に

於

て

一
の
新
奇
な
る
形
態
に
構
成
す
る
者
の
訟
で
ゐ
る
と
。

-
3
1
r
b
時
寝
・

ι
ル
E
q

，td
n
F
H刊
川
切
汁
l

、
匂

は
多
少
不
十
分
、
な
る
所
ゐ
る
を
弛
れ
な
い
。

な
る
も
の
は
俊
才
の
重
一
委
な
る
本
質
を
な
す
に
は
相
識
な
い
が
、
凡
て
綜
合
的
才
能
を
働
か
す

何
I

乙
な
れ
ば
、
氏
が
い
ム
が
如
く
に
、
綜
合
的
才
能

前
代
は
、
先
づ
分
解
的
才
能
を
働
か
す
を
要
・
す
る
も
の
で
、
わ
る
。

讃

ん

b
、
か
く
℃
雨
者
を
樹
立
栓
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

従

つ

℃

又

助

組

の

才

能

を

も

1‘1 、

或
は
錦
併
す
る
も
の
も
あ
ら
う
。

的

才

能

t
い

へ

ば

阪

に

分

解

的

才

能

の

活

動

は

其

中

に

合

苔

せ

ら

れ

て

み

る

。

従

つ

℃

特

に

を
れ
を
来
示
す
る
必
.
要
は
な
い

J
-
c
w
d
れ

vι

か
〉
る
締
鮮
は
認
容
す
る
一
帯
は
出
来
な
い
。

ιな
れ
ば
分
解
的
才
能
と
綜
令
的
才
能
と
は
、
佐

k
分

慨

し

て

存

在

し

得

る

の

で

ゐ

つ

綜

合

自国-筒震当副認i

やす

℃
、
例
へ

ば
一
英
分
解
に
長
け
た
も
の
は
鵡
ゆ
る
批
評
家
什
乙
な

b
、
個
々

の

部

分

の

椀

究

乞

進

む

る

や

ラ

に

B
し
、
そ
れ
よ

b
低
け
れ
ば
狭
義
の
僻
が
と
い

λ
の
で
み
る
心
料
迦
、
払
子
、
裁
一
昔
?
ヅ
ロ

7
λ

タ

!ι

-
1
S
1

‘
.
・
d

，
、
d

M

q

t

ぺ
等
は
前
社
¥
に
印
刷
し
、
而
し
℃
梨
識
の
沿
革
史
上
な
w

ど

に

芳

名

を

遺

し

た

も

の

は

搬

し

〈

後

訟

に

一
風
す
る
の
で
あ
る
。

俊
才
に
封
じ
て
特
殊
の
曲
学
校
を
設
立
す
ペ
き
二
例
の
理
由

一
池
町
の
事
波
数
室
内
で
以
℃
激
師
が
受
持
弟
科
一

J

進

皮
b
L

定
め
る
に
は
川
引
を
標
準
と
す
る
か

-・・4・
・・_.陰、

と
い
ふ
に
、
搬
し
℃
中
等
の
一
切
脳

bz
布
す
る
者
を
以
〈
す
る
の
で
わ
る
。

一
段
下
代
位
す
る
十
の
を
標
準
と
す
る
の
で
わ
イ
ペ
此
の
如
き
が
故
以
、
多
数
の
集
合
よ

b
成
る

事
級
数
授
は
於
℃
は
、
彼
等
の
も
の
は
似
し
℃
疎
外
せ
ら
れ
℃
居
る
の
で
あ
お
。

ふ
H

大
中
で
も
多
く
は
其

而

も

か

く

疎

u 

外

せ

ら

る

〉

の

JU
ま
少
ハ
げ
ら
診
る
損
害
な
家
ひ
ら
つ
〉
わ
る
の
で
あ
る

c

l

q

i

J

前

一

4

1

二ノ
p
v
p
p
m
♂

W
F
M
V
夕
刊
戸
川
ノ

p
p
v
y
が
い

一
兆
損
害
は
之
を
u
H

つ
℃
ご

Z
I乙」
9

一
つ

i
A
ノ
ゴ
』
ι

f

v

-

i

I

l

一
仰
や
げ
れ
。
知
力
上
の
損
害
之
は
如
何
な
る
事
が

l
い
ム
代
、
今
い
ム
が
如
く
、
敬
一
師
は
常
-
に
中

ふ

り

生

徒

を

ま

:

と

し

て

働

M

℃
間
的
る
が
放
に
、
英
一
巡
皮
は
述
々
と
し
℃
活
る
が
、
者
し
も
之
を

優
等
の
生
徒
の
み
乞
相
手
と
す
る
よ
」
般
定
じ
た
な
ら
、
英
法
力
は
二
倍
に
な
る
お

e

が
出
来
る

L

可』一一.，....
、，.、十 l

[)O 

い
ふ
事
で
あ
る
。

之
は
賢
一
地
経
験
家
の
欣
℃
否
認
し
な
い
所
で
わ
4

る。

従

っ

て

今

日

の

我

附

. 

俊
・
才
教
育
.
じ
就
十
て
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俊
一
々
敬
背
に

f

統

て

η
制
度
で
い
へ
ば
、
彼
等
俊
等
生
は
、
中
事
凶
伐
を
ば
二
年
字
、
高
等
曲
学
校
を
ば
一
年
字
位
で
卒
業
し

得
る
の
で
わ
る
。
し
川
端
し
丈
か
く
ゐ

b
f乙
す
れ
る
げ
は
、
人
材
の
養
成
上
今
日
の
皐
級
組
織
は
幾
多
の

不
経
携
を
輿
へ
つ
〉
ゐ
る
l

乙
い
う
℃
差
支
な
い
。
但
し
お
修
業
年
限
を
字
分
代
し
た
が
殺
め

に
、
戒
は
早
織
を
来
す
?
乙
か
、
或
は
精
紳
の
過
労
を
生
ぜ
し

U
と
か
の
問
題
は
之
を
別
問
題
と
し

一
九
四

ゃ
う
。

く第

℃三

たの

'る tyI

3 ぞ[~
に上
lt~ の
へ損
注、4 害

る.と

が iま
故俊

iこ等
光0 生
分。は

な0 上
るOj道
官10l) の

勉0 女11
努03
カcj伏
を0 態
なn な

さ0 る

~J..O の
と。結
い 0 果

ム。と
事。し

でo-c 
わo4手
る0 日
。や

凡ヨ

そし

.ム，. . 

人
一
閃
の
粉
紳
修
養
の
上
代

J

於
て
、
英
作
業
の
何
た
る
に
拘
は
ら
ず
、
そ
れ
に
全
力
を
制
附
議
す
る
『
仁

い
よ
脅
慣
を
積
む
れ
有
効
に
し
℃
且
必
要
な
る
事
は
な
い
?
是
は
人
間
の
幼
少
な
る
時
に
於

然
る
に

℃
事
校
で
操
業
を
受
く
る
と
同
時
に
訓
練
ロ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
必
要
性
格
で
あ
る
。

優
等
生
は
今
日
の
所
此
貴
重
な
る
性
絡
の
訓
練
を
受
け
な
い
。

事
級
数
授
で
以
℃
尤
も
多
く
の
稗
盆
を
受
け
つ

有
般
に
い
へ
ば
、
現
在
の
如

3

〉
わ
る
も
の
は
中
等
以
下
に
位
す
る
も
の
で

一
臨
め
る
。
@
彼
等
は
常
代
数
側
代
相
手
に
せ
ら
れ
ぺ
監
督
せ
ら
れ
、
…
而
し
て
共
謀
業
の
程
度
は
常
礼
会

一

一

方

の

傾

段

を

要

す

る

が

如

舎

も

の

で

わ

る

が

放

に

、

英

怠

士

ω
は
ね
の
一
づ

Jι
縁
組
側
せ
ら
れ
、
道
徳
的

i
J一
週
童
謡
醤
譜
議
韓
国
-
璽
宵

A

P

3

3

3

3

品
問
議
書
道
露
関
諸
国
留
昔
話

ー

:

人
格
は
い
不
識
の
聞
に
鍛
冶
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
ι

に
際

hJ、
在
挙
時
代
の
中
等
生
は
競
守
場
訓
恨
の
優
勝
者
I

乙
な

b
.而
し
て
共
優
等
生
は
窓
し
く
捻

w
w
f
ζ

群
乞
な
し
て
隙
々
開
乙
ゆ
る
な
ヨ
が
如

3.事
ゐ
る
も
、
共
一
原
闘
は
如
上
の
関
係
に
基
く

や
も
知
る
ぺ
h

か
ら
W
0
・
る
の
で
わ
る
c

世
に
事
校
中
』
卒
業
し
℃
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皆
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ひ
る
所
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衆
鮮
を
超
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す
る
所
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俊
才
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し
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事
級
殺
授
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に
於
℃
凡
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衆
i
L
伍

を
な
し
、
わ
た
ら
貴
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の
少
批
時
代
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勤
勉
努
力
の
習
慣
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し
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消
渇
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し

り
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管
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才
の
例
人
的
不
幸
た
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の
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な
ら
ず
、

4

晃
代
常
該
同
家
の
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幸
で
あ
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。
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の
安
寧
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臓
な
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俊
才
体
総
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作
業
に
負
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所
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な
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回
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よ
ム
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の
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で
あ
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、
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俊
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体
総
の
作
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の
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否
は
其
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時
の
数
育
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大
関
係
わ
る
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ム
迄
も
な
い
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わ
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。
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数
育
泣
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な
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ひ
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特
殊
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均
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設
立
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な
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ね
憾
な
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な
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あ
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受
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滑
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才

教

育

ド

就

て

{
九
人

川
悦
次
代
第
二
の
紋
貼
を
指
摘
せ
ん
が
、
上
逃
し
た
る
如
〈
、
俊
才
と
は
分
解
総
合
の
一
附
カ
を
併
布
し

居

る

も

の

で

ゐ

る

。

若

し

も

果

し

℃

ぬ

の

如

〈

わ

A
Y

と
す
れ
ば
、
英
一
分
解
す
べ
含
材
料
、
共
綜
合

す

ペ

ヨ

元

来

を

供

給

す

る

は

必

要

の

事

で

は

あ

る

ま

い

が

。

而

も

之

を

供

給

す

る

の

は

激

脊

之

を

し

も

自

然

代

、

放

任

し

て

貴

い

て

自

ら

牧

得

せ

し

め

よ

と

い

ふ

の

は

脚

が

附
に
失
す
る
の
で
ゐ
る
。

の
力
で
ゐ
る
。

此
等
の
理
由
で
わ
る
が
放
に
、
俊
才
に
制
刻
し
て
も
亦
数
育
を
絡
し
、
そ
れ
を
し
て
特
代
後
展
の
機

俊

才

に

潤

す

る

敬

育

不

要

訟

の

如

き

命
H

を
得
、
材
料
を
受
納
せ
し
ひ
る
は
必
要
の
事
で
あ
る
。

は
、
心
理
的
総
畿
を
快
く
所
の
浅
白
な
る
皮
相
論
、
若
く
は
枇
曾
閥
家
の
大
勢
に
着
服
せ
な
る
侃

而

し

℃

論

者

が

い

ふ

が

如

く

、

之

を

し

℃

困

苦

侠

乏

に

逢

は

し

む

る

が

局

な

る

管

見

で

ゐ

る
C
市

'. 

如
き
は
、
是
単
に
多
数
の
数
育
方
便
中
の
一
方
便
だ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
ゐ
る
。

俊

才

に

劃

す

る

特

殊

率

校

の

設

立

に

関

す

る

-~ --_ .. 、
具

際

的

方

案

......:._:~ ..~-:-;.-一一一ー岨臨時苧?明

-ρ 

む

局
者
は
之
が
創
立
に
伍
ず
べ

3
で
あ
る
。
次
に
此
俊
才
を
蹴
別
す
る
に
は
何
歳
頃
に
於
℃
す

ぺ

3
か

と

い

λ
に

、

そ

れ

は

可

能

的

平

〈

と

い

ふ

外

は

答

へ

ゃ

う

は

な

い

。

お

れ

E
人
間
の
天

賦

の

能

力

な

る

も

の

は

除

よ

く

Z
す
る
も
の
で
は
な
く
、

2
2に
そ

れ

ぐ

zt

ら
れ
℃
後
述
す
る
お
で
わ
る
。
且
つ
や
又
幼
時
の
刊
一
設
は
町
民
日
の
鈍
一
平

ι
な
る
事
、
も
リ
村
山
一

此
の
如
う
が
放
に
、
之
を
脱
別
す
る
に
尤
も
趨
常
な
る
は
、
純
滋
「
ギ
ム
ナ
ジ
ク
ム
の
「
一
一
一
級
下

い。
レ
セ組

即
ち
十
四
歳
以
で
わ
る
。

一

耐

し

℃

賂

燕

討

し

も

此

秘

の

事

校

に

し

℃

増

加

波

法

す

る

や

う
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3、
ぬ
唆
才
を
蹴
別
す
べ

3
.椴
準
・
方
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等
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廷
に
詳
特
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規
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一
お
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

O

Bι
喧

J
l

、4司
‘
L

U

1
引
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e

J

1

t
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J

l

J

収
そ
れ
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一
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集

hv
る

に

は

ル

モ

何

人

税

な

る

べ

3
が
I
乙
い
ふ
に
、
そ
は
ニ
十
人
な
以
℃ 次

jti 
& 
と
す

而
じ
て
之
が
燕
仰
の
任
に
位
る
所
の
校
長
、
及
び
数
民
は
、
執
れ
も
根
本
的
の
科
事

的
の
修
養
乞
和
み
、
紘
一
同
た
る
数
百
的
訓
鋭
を
受
け
、
日
一
つ
籾
山
首
の
質
油
経
験
な
ね
す
る
も
の
で

な
け
ね
ば
な
ら
ね
。

そ
の
受
持
時
間
は
、
校
長
に
あ

b
℃
は
一
池
六
時
間
以
下
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上
絞
殺
論
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十

A
3
1
3
政
汝
淑
ま
十
五
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前
以
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?
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総
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j
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を
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p
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施
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論
な
ら
と
燃
も
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批
刊
に
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℃
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般
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を
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す
所
あ
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。
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J
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h
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V
一£
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能
力
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布
す
る
俊
才
天
才
に
じ
℃
、
一
籾
-
刺
殺
を
失
し
、
例
へ
ば
自
利
の
迷
路
に
陥
る
か
、
又
は

立
(
他
の
不
徳
に
陥
る
が
如
当
事
ゐ
る
に
於
J

し
は
、
其
影
響
す
る
所
買
に
鮮
少
で
な
い
か
ら
で
ゐ

る
の

五

論

上
水
小
紋
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し
水
市
λ

リ
た
る
特
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事
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の
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育
け
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♂
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

方
に
於
℃
は
、
勤
勉
努
力
の
初
悦

k
符

せ

し

め

、

他

方

に

於

て

は

謀

本

然

の

似

性

ジ

可

能

的

布

殺

。ρ
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に

後

述

せ

し

め

ゃ

う

と

す

る

の

で

め

る

。

現
今
各
凶
氏
の
経
済
上
の
航
路
は
、
英
倒
的
代
於
け

る

あ

ら

ゆ

る

俊

才

な

牧

本

し

℃

そ

れ

が

術

会

な

る

後

述

ど

計

b
符

る

如

く

然

く

良

好

な

る

他

は
ず
と
は
い
へ
、
寄
人
は
迎
怨
之
し
℃
、
枇
合
の
以
以
下
府
の
小
よ

b
し
℃
も
之
を
後
見
し
、
而
し
℃

臼
劫
、
神
ω山
中

9
印
刷
弘
H

国
互
に
針
持
続
守
と
れ
注
ゎ
、
b
w
d
る
が
如
当
布
様
で
わ
る
が
、
英
最
良
の
数
官

bz
脇
し
允
J
O

俊

才
を
有
す
る
所
の
凶
民
は
最
良
の
川
地
歩
を
な
す
も
の
1
乙
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
依
は
、
如
何
な

る

閥

民

中

に

も

そ

れ

y
¥
の

俊

才

天

才

は

存

す

る

に

相

港

な

く

、

英

異

な

る

所

は

唯

そ

れ

が

数

背

の

如

何

に

あ

る

か

ら

で

わ

る

o
a

少

く
1
乙

も

文

明

凶

氏

に

於

て

は

か

〉

る

賦

勢

た

る

の

匂

わ

サ

ω心

瓜

人

に

一
仰
の
俊
才
的
学
校
に
十
出
J

Y
グ
」
を
投
ず
る
は
放
て
安
債
な
ら
ず
と
は
い
ヘ
、
治

し
も
之
が
錦
め
に
一
人
の
「
グ

l
-プ
」
の
如

3
も
の
を
産
出
し
特
し
、
な
ら
ば
、
.
此
五
一
傾
は
備
は
れ
℃

ニーーん ~ . -~- ...一一一一一一色句一一日目町品目.，......_---..、日吋一一_.......-..，...‘ 4 山二ムー._ < _ 引 A 一一つ
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依
ら
わ
る
の
で
あ
る
。

五
日
人
は
践
に
紙
秘
者
に
封
し
で
は
開
設
誘
導
到
、
b
w
d
る
所
は
な
い
。

而

も

低

能

活
1

乙

俊

才

と

は

就

れ

か

先

な

る

べ

告

か

I
C

い
ふ
に
、
凶
湿
の
維
持
且
つ
後
肢
上
後
活

な

b
f乙
悠
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ヤ
九
日
人
は
妓
に
附
附
言
せ
ん
が
、
脱
水
市
の
列
図
競
争
場
湿
の
優
勝
者
之

な

ら

し
h
u

る
所
の
原
勤
力
は
、
質
に
此
俊
才
の
数
脊
策
の
生
ひ
所
で
わ
っ
℃
、
而
も
又
、
数
背
の
間

間
中
、
此
一
俊
才
一
数
百
の
そ
れ
税
、
世
の
佐
立
を
怒
さ
、
且
つ
誌
が
没
る
べ
か
¥
b
w
u
る

も

の

は

他

は

な

い
の
で
ゐ
る
『
乙
o

世

の

先

魔

者

穴

る

べ

b
d

も

の

須

ら

く

援

に

若

慨

す

べ

b
d

で
あ
る
。
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